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本
論
文
は
、
紀
貫
之
の
家
集
『
貫
之
集
』
の
基
礎
的
な
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
今
日
に
伝
わ
る
『
貫
之
集
』
諸
本
の
概
要
と
本
文
研
究
史
、
さ
ら
に
『
貫
之
集
』
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
た
。
一
「
『
貫
之
集
』

諸
本
概
要
と
本
文
研
究
史
」
で
は
、『
貫
之
集
』
諸
本
は
、
近
年
貴
重
な
新
出
資
料
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
本
文
研
究
が
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
る
こ
と

を
、
各
諸
本
の
概
要
、
従
来
の
本
文
研
究
史
と
と
も
に
確
認
し
た
。
二
「
『
貫
之
集
』
の
巻
の
仕
立
て
方
、
お
よ
び
歌
序
の
相
違
に
つ
い
て
」
で
は
、『
貫

之
集
』
第
一
類
本
に
お
け
る
巻
の
構
成
を
取
り
上
げ
た
。『
貫
之
集
』
第
一
類
本
は
、
主
に
巻
の
仕
立
て
方
に
よ
り
系
統
が
分
か
れ
、
同
一
祖
本
か
ら
派

生
し
た
と
推
測
出
来
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
諸
本
間
に
お
け
る
歌
数
・
巻
の
仕
立
て
方
・
歌
序
の
相
違
が
極
め
て
甚
だ
し
い
。
そ
の
相
違
を
巻
ご

と
に
整
理
・
解
説
し
、
『
貫
之
集
』
第
一
類
本
が
同
一
祖
本
よ
り
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
を
、
今
一
度
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
章
で
は
、
平
成
十
六
年
、
朝
日
新
聞
社
の
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
に
紹
介
さ
れ
た
素
寂
本
『
貫
之
集
』
を
取
り
上
げ
た
。
新
出
資
料
の
素
寂
本
は
、

『
貫
之
集
』
第
一
類
本
の
中
で
新
た
な
一
系
統
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
本
文
に
は
納
得
出
来
る
異
同
が
多
く
、
注
目
す
べ
き
存
在

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
素
寂
本
を
視
野
に
入
れ
て
『
貫
之
集
』
を
読
む
と
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
解
釈
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
歌

仙
家
集
本
系
統
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る
と
い
う
面
か
ら
も
、
素
寂
本
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

第
三
章
で
は
、
ま
ず
、
一
「
村
雲
切
に
み
る
『
貫
之
集
』
の
本
文
」
で
、
伝
寂
然
筆
村
雲
切
を
取
り
上
げ
た
。
平
安
末
期
書
写
の
村
雲
切
は
、
藤
原

定
家
が
他
本
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
を
施
し
た
定
家
校
訂
本
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
定
家
が
加
筆
訂
正
を
施
す
以
前
、
本
来
の
村
雲
切
本
文
は
、
『
貫
之

集
』
第
一
類
本
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
、
そ
の
検
証
を
試
み
た
。
結
果
、
定
家
が
校
訂
を
施
す
以
前
、
本
来
の
村
雲
切
は
、
現
存
『
貫
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之
集
』
諸
本
の
い
ず
れ
の
系
統
に
も
属
さ
な
い
新
た
な
一
系
統
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
「
資
経
本
『
貫
之
集
』
の
位
置

付
け
」
で
は
、
新
出
資
料
の
資
経
本
『
貫
之
集
』
を
取
り
上
げ
た
。
冷
泉
家
に
蔵
せ
ら
れ
る
一
連
の
私
家
集
「
資
経
本
」
「
承
空
本
」
、
両
者
に
は
直
接

の
書
承
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
少
な
か
ら
ず
報
告
さ
れ
て
い
る
。
『
貫
之
集
』
に
お
い
て
、
資
経
本
と
承
空
本
は
同
系
統
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
が
、
他
の
冷
泉
家
私
家
集
と
同
様
、
資
経
本
の
写
し
が
承
空
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
『
貫
之
集
』
第
一
類

本
に
お
け
る
資
経
本
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
改
め
て
見
直
し
た
。
三
「
『
貫
之
集
』
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
の
共
通
祖
本
に
つ
い
て
」
で
は
、
西
本

願
寺
本
と
資
経
本
を
取
り
上
げ
た
。『
貫
之
集
』
第
一
類
本
の
中
で
、
西
本
願
寺
本
と
資
経
本
は
、
系
統
こ
そ
異
な
る
が
共
通
の
祖
本
を
有
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
そ
の
共
通
祖
本
の
本
文
推
測
を
試
み
た
。
そ
の
推
測
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
『
貫
之
集
』
第
一
類
本
の
共
通
祖
本
へ
通
ず
る
本
文

に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
迫
る
こ
と
が
出
来
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
四
「
伝
慈
円
筆
烏
丸
殿
切
『
貫
之
集
』
の
本
文
系
統
」
は
、
伝
慈
円
筆
烏
丸
殿

切
を
取
り
上
げ
た
。
伝
慈
円
筆
烏
丸
殿
切
は
、
従
来
で
言
う
御
所
本
系
統
に
属
す
る
。
し
か
し
、
平
成
十
四
年
に
、
御
所
本
の
親
本
と
み
ら
れ
る
承
空

本
が
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
に
紹
介
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
承
空
本
さ
ら
に
新
出
断
簡
一
葉
も
視
野
に
入
れ
、
烏
丸
殿
切
の
本
文
系
統
を
再
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
、
烏
丸
殿
切
は
承
空
本
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
系
統
で
あ
り
な
が
ら
、
烏
丸
殿
切
が
承
空
本
の
誤
り
を
訂
正
出
来
る
と
い
う
こ
と

が
確
認
出
来
た
。 

最
後
に
、
付
録
と
し
て
、
今
日
に
伝
わ
る
『
貫
之
集
』
の
断
簡
を
紹
介
・
解
説
・
翻
刻
し
た
。
紹
介
す
る
断
簡
は
、
伝
紀
貫
之
筆
自
家
集
切
、
伝
藤

原
公
任
筆
貫
之
集
切
、
伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
、
藤
原
定
家
筆
貫
之
集
切
、
伝
慈
円
筆
烏
丸
殿
切
と
す
る
。
各
断
簡
の
書
誌
的
事
項
を
述
べ
、
さ
ら

に
本
文
系
統
、
本
文
意
義
を
確
認
し
た
。
な
お
、
断
簡
ご
と
に
図
版
を
一
葉
ず
つ
載
せ
た
。 
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